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上図はイ メ ージであり 、 建物等の具体的な計画を示すも のではあり ません。

今後の検討によっ てイ メ ージは変更と なる可能性があり ます。

＊循環型社会： 廃棄物等の発生抑制や循環資源の循環的な利用、適正な処分が確保さ れるこ と で、環境への負荷ができる限り 低減さ れる社会。

三菱電機㈱
鎌倉製作所

湘南ヘルス
イ ノ ベーショ ンパーク

神戸製鋼所
藤沢事業所

眺望広場
テラ ス

シンボル道路（ 仮）

新駅

宮前公園

柏尾川

　 鎌倉は歴史ある自然や緑あふれる環境を、 どこ より も 大切に育んでき た都市です。

　 鎌倉市民の意識は高く 、 環境配慮型のまち づく り やゼロ ウェ イ スト を 目標と し た循環型社会* 形

成への挑戦など、 自然や環境を 守るこ と に市民と 行政が一丸と なっ て取り 組んでき まし た。

　 こ れから 進める 深沢のまちづく り は、 今までの鎌倉の取組を さ ら にパワーアッ プ さ せ、 新たな技

術を 積極的に取り 入れ、 多種多様な人々が深沢に集い、 活動を する こ と で 新し いイ ノ ベーショ ン を

生み出し 、 今までにない発想で、 自然や緑、 地球を 守るための課題解決につながるまち を創り 上げ、

まちづく り のテーマである『 深沢のウェ ルネス』 を実現し ます。

　 深沢地区で生み出すイ ノ ベーショ ン が少し ずつ広がり 、 日本、 そし て世界の課題解決につながる

エネルギーを 持っ たまちを 目指し ます。

ή ・ ・ό ・εϨ ϱ ϗ ϥ ϱ

１ . まちのコ ンセプト
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18鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン

＊グリ ーンイ ンフ ラ ： 自然環境が有する多様な機能を活用し 、 持続可能で魅力ある国土づく り や地域づく り を進めるも の。

＊タ ク ティ カ ルアーバニズム：「 まずは市民の手で小さ なアク ショ ン を 起こ し 、長期的な変化やムーブメ ン ト につなげよ う 」 と いう 考え方。

グラ ウンド

新庁舎
泣塔

広場

公園

湘南深沢駅

寺分一丁目
特別緑地
保全地区

駅前広場

上町屋特別緑地保全地区

等覚寺特別緑地
保全地区

公共的広場

公園
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賑わいを形成するまち並みの誘導

賑わい用途誘導エリ ア

拠点と なるオープンスペース

次世代交通・ スロー交通の導入

車両動線

歩行者回遊動線

＊ユニバーサルデザイ ン： 障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわら ず多様な人々が利用し やすいよ う 都市や生活環境を デザイ ンする考え方。

新庁舎

グラ ウンド

公共的広場

新駅

湘南深沢駅

湘南深沢駅

凡例

凡例

賑
わ
い

移
動

　 深沢地区では、 東西に湘南モノ レール湘南深沢駅と JR 東日本東海道本線新駅を結ぶシンボル道路

（ 仮）と 南北に公共的な緑地を つなぐ 歩行者空間が十字の都市構造を形成し ます。新庁舎、公共的広場、

商業業務、住宅などが混在するまちを 十字の骨格動線と 歩行者回遊動線でつなぎ、「 賑わい」「 移動」「 防

災・ 環境」「 緑・ 景観」 の実現方針により 、 ウェ ルネスを実現するウォ ーカ ブルなまちを形成し ます。

・  多様な用途を複合し 、 用途間の移動と 交流がう まれるよう にします

・  まちの人々に開いた公共施設と 交流空間を創出します

・  スポーツの促進と ヘルスケア産業との連携交流による健康の増進を図り

ます

・  イノ ベーショ ンによる賑わいと 交流を創出します

・  快適な歩行者ネット ワークを形成します／回遊ネット ワークを創出します

・  ユニバーサルデザイン * などを取り入れます

・  徒歩と 公共交通を中心とする交通ネット ワークを形成し ます

・  両駅間をつなぐ 次世代公共交通システムの導入を検討します

・  地区外からの円滑な車両の誘導と歩行者動線に配慮します

・  日常生活の利便性を高めるテクノ ロジーを活用し ます

・  多様な賑わいを形成し ます

・  回遊性と 選択性のある賑わい空間を展開します

・  鎌倉ならではの空間文化を創造します

・  シンボル道路（ 仮） を中心に公共交通を推奨・ 車の通行を抑制し 、 歩

きやすい歩行環境とスロー交通促進のための環境を整備します

用途の複合によっ て都市交流を 創出し ます

ウェ ルネス、 イ ノ ベーショ ン交流を 促進する機会を創造し ます

多様な交流や賑わいがう まれる屋外空間を創造し ます

安全、 安心で歩き やすい歩行環境を 形成し ます

公共交通中心のまちの推進を図り ます

歩き やすいまちを 形成するため車交通を 抑制し ます

ዖৰ ਠ ◌্ ଉ ॎ◌◌ः ଆ◌಼・・  ・୭ ・ ବ ௴ 

ऽठभ ત・

１ . まちのコ ンセプト

新駅

新庁舎



20鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン

＊コ ミ ュ ニティ ： 共同の社会生活が営まれる一定の地域、 または、 その集団。

＊レジリ エント ： 防災分野や環境分野で想定外の事態に対し 社会や組織が機能を速やかに回復する強靭さ を意味する概念。
＊スカ イ ラ イ ン： 山や建物などが空を区切っ て作る輪郭。

＊ヒ ュ ーマンスケール： 程良い人間的な尺度。 人間の感覚や行動に適合し た、 適切な空間の規模やも のの大きさ のこ と 。

グラ ウンド

柏
尾

川

湘
南

モ
ノ

レ
ー

ル

公
園

シンボル道路（ 仮）

新庁舎

湘南深沢駅

駅前広場
公共的広場

新駅

官民一体でグリ ーンイ ンフ ラ を
整備

災害対応拠点の中核

シンボル道路（ 仮）

凡例

交流広場

敷地内回遊動線

敷地内オープンスペース

新庁舎

新庁舎

グラ ウンド

公共的広場

湘南深沢駅

柏尾川

凡例

凡例

自然豊かな軸線空間

公共的広場

民地内のオープンスペース

防
災
・
環
境

緑
・
景
観

・  官民連携により災害対応拠点を整備し ます

・  公共と 民間が一体となった地域の防災機能を向上します

・  参加型の防災訓練を活用し 、 災害に強いコミ ュニティ * を形成します

・  水害に強い基盤をつくります

・  脱炭素化の実現に向けた目標を設定、 建物等の脱炭素化を促進します

・  循環型社会を実現します

・  緑のネット ワークを形成します /都市の活力を高める緑を創出し ます

・  自然環境と 調和し た景観、 水辺を活かし た親水空間を創出します

・  周囲の保全緑地と 一体と なっ たまとまり のあるスカイライン * を形成し ます

・  近景、 中景、 遠景を考慮し た眺望景観を創出し ます

・  一体感を創出するまち並みを誘導します

・  周囲と 調和する建築を誘導します

・  ヒューマンスケール * の緑化を推進します

緑の拠点と 歩行者ネッ ト ワーク によ っ て魅力ある 緑景観を

形成し ます

鎌倉市における防災拠点を 形成し ます

公共と 民間が連携し た地震等の自然災害に強いまちづく り を
図り ます

災害に強いコ ミ ュ ニティ を つく り ます

水害など激甚化する 気象災害に対応する レ ジリ エン ト * な
まちを 創り ます

脱炭素、 循環型社会に向けたまちづく り を実現し ます

周辺の自然豊かな環境と 調和し た都市景観を 形成し ます

鎌倉の新し い顔と し てふさ わし いまち並み景観を 創出し ます

新駅

新駅

湘南深沢駅

柏尾川
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グラ ウンド

公
園

シンボル道路（ 仮）
エリ アマネジメ ント
拠点

新庁舎

湘南深沢駅

駅前広場

駅前広場のイ メ ージ

公共的広場

新駅

凡例 賑わい用途 ( 複合用途 ) 誘導エリ ア

交流ポイ ント の仕掛け

敷地内回遊動線

賑わいを形成するまち並みの誘導

交流拠点と なる公共的空間

ݳ
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ݳ
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交流がう まれるまち

深沢のまち には、 働き 、 暮ら す、 遊ぶ場所などが融合し た新し い場所ができ

ます。 そこ では、 自分ら し いラ イ フ スタ イ ルを 実践し 、 多様な交流や賑わい

がう まれます。

ৰ ਠ ◌্ ଉ



22鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン

芝生広場でのヨ ガイ ベント

鎌倉リ ビングラ ボ

賑わい空間のイ メ ージ

界隈性のある歩行空間

活気に満ちた賑わいを 形成し ます

回遊性と選択肢のある賑わい空間を展開します

鎌倉ならではの空間文化を創出します

多様な用途を複合し、 その用途間の移動と交流がうまれるよう にします

・  働く 、 暮ら す、 遊ぶこ と ができ る様々な用途を 複合的に誘導するこ と で、 多様な活動が生まれ、

自然と その用途間の動き と 交流を 創出し ます。

まちの人々に開いた公共施設と交流空間を創出します

・  多様な世代やまち の内外の人々の交流を 促進する 公共施設を シン ボル道路（ 仮） 沿いやオープン

スペースと 連携し て整備し 、 賑わいを 形成し ます。

・  シンボル道路（ 仮） 沿いなどでは、 低層部に賑わい用途を誘導し ます。

・  賑わいを演出し 、 個性的で、 魅力的な都市景観を形成し ます。

・  建物と オープンスペースが連続する賑わいを形成し ます。

・  官民連携により 、 賑わい空間を確保し ます。

・  徒歩圏内に多様な都市機能を 複合し 、 ウォ ーカ ブルなまちを 形成し ます。

・  地区内外をつなげて回遊性を 生み出すととも に、 それぞれの特性の異

なる賑わいの空間を誘導します。

・  ヒューマンスケールや界隈性など、 伝統的で親密な空間構成の継承を

図ります。

スポーツの促進とヘルスケア産業との連携交流による健康の増進を図ります

・  いつでも どこ でも スポーツに親し むこ と ができ る環境を 創出し ます。

・  スポーツ やヘルスケア関連のイ ベン ト など、 気軽に健康づく り に親し

める機会や場を つく り ます。

・  住民が主体と なり 、 公共空間を利活用でき る仕組みをつく り ます。

イノ ベーショ ンによる賑わいと交流を創出します

・  周辺の立地企業と 連携し 、 ヘルスケア関連産業のイ ノ ベーショ ン を

促進する交流拠点を 整備し ます。

・  用途の複合化、 屋内外の交流拠点整備によ り 、 人的資源を 活かし た

新たなコ ミ ュ ニティ 形成と イ ノ ベーショ ンを創造し ます。
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用途の複合によっ て都市交流を創出し ます

多様な交流や賑わいがう まれる屋外空間を創造し ます

ウェ ルネス、 イ ノ ベーショ ン交流を促進する機会を創造し ます
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緑豊かな街路景観

（ 若宮大路）

街路樹による象徴的な街路景観

（ 若宮大路）

歩行空間に対し て開かれた

沿道景観（ 若宮大路）

海辺まで連続する開かれた

沿道景観（ 若宮大路）

建物の表情を近距離で感じ ら れる

小路（ 小町通り ）

連続する水と 緑の歩行空間

（ 岩瀬）

出典：「 まちなかウォ ーカ ブル推進プログラ ム」（ 国土交通省）

　 　 　（ https://www .m lit.g o.jp/toshi/content/001487293.pdf）

「 居心地が良く 歩きたく なるまちなか」

…歩き たく なる／まちに開かれた 1 階／多様な人の多様な用途、 使い方／開かれた空間が心地よい

　 現在、 人口減少や少子高齢化が進み、 商店街のシャ ッ タ ー街化などによ

る 地域の活力の低下が懸念さ れる 中、 都市の魅力を 向上さ せ、 まち なかに

にぎわいを 創出する こ と が、 多く の都市に共通し て求めら れています。 こ

のため、「 都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（ 令和２ 年法律第 43

号）（ 令和２ 年９ 月７ 日施行）」 によ り 、 市町村が、 まち なかにおける 交流・

滞在空間の創出に向けた官民の取組を まち づく り 計画に位置付ける こ と が

できるよう になり まし た。

　 鎌倉ら し い空間特性を取り 入れ、 親し みやすく 居心地の良い歩行空間を形成し ます。

シンボル道路（ 仮）

敷地内回遊動線

柏尾川沿い空間

　 様々な 活動が展開さ れ賑わいの中心と な

る シン ボル道路（ 仮） には、 街路樹によ る

象徴的な空間特性を取り 入れます。

　 グラ ウンド 、 公園、 調整池を つなぐ 敷地内

の回遊動線には、 水や緑と いっ た自然に触れ

ながら 散策でき る 歩行空間や、 建物の表情を

感じ ら れる小路空間を取り 入れます。

　 柏尾川沿いの開けた空間には、 歩行空間

に対し て連続する、 開かれた沿道景観を 取

り 入れます。

◌ੱ ଐ న岣・ ・ 岶 岷岹 峉岹峔峵峨峋峔岵岤峏岹峴 崕嵤 嵤崱峘 嵗

KEY POINTS

ਏ এ ◌ॖ থ ॺ ઐ ऋअऽ◌ो◌ॊक़ज़ढ़ ঈঝ ऩऽठ・ ⋇ ・  

ウォ ーカ ブルと は

深沢地区で目指すウォ ーカ ブル　

鎌倉ら し い空間特性の取り 入れ

https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001487293.pdf
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新駅

湘南深沢駅

湘南町屋駅

電動キッ ク ボード シェ アサイ ク ル

シンボル道路（ 仮）

自転車ネッ ト ワーク

モビリ ティ ハブ

谷戸の小径 ハイ キングコ ース 鎌倉エリ アの緑地分布・ 15 分徒歩圏図

＊モビリ ティ ハブ： バス停留所、 カ ーシェ アリ ング、 自転車シェ アリ ング等を備え、 多様な移動サービスを提供する拠点のこ と 。
＊ラ スト ワンマイ ル： 最寄り 駅やバス停と 自宅あるいは目的地の間の短距離や特定の敷地内等比較的狭い範囲内の移動を指す。

＊パーソ ナルモビリ ティ ： 一人または二人乗り の小型の移動機器。 電動車いす、 原動機付き自転車なども 含まれる。

　 緑豊かな山稜に囲まれた中に広がる市街地には、 参

道などの歴史的古道、 細街路、 山稜部にはハイ キン グ

コ ースが巡ら さ れており 、 市内には、 自然散策や歴史

散策が楽し める 多様な歩行ネッ ト ワーク が形成さ れて

います。 また、 駅周辺には、 日常の生活サービスに必

要な店舗や文化施設など、 都市生活が豊かに過ごせる

環境が整っ ています。

　 豊かな自然環境と まち なかの都市の魅力が共存する

鎌倉市は、 潜在的にウォ ーカ ブルの都市特性を 持っ て

います。

❶地区内移動

・ 地域内へのラ スト ワンマイ ル * 移動を支援するパーソ

ナルモビリ ティ * 導入

・ 歩行者ネッ ト ワーク と の連携

❷地区外移動

・ 周辺緑地や観光資源への移動を 円滑にするシェ アモビ

リ ティ の導入

　 …丘陵地移動に適し た電動アシスト 自転車等　 　

・ 鎌倉駅や新駅などの交通拠点と 連携し たシェ アモビリ

ティ ・ 公共交通の導入

　 …電気自動車、 自動運転バス等

　 歩行者ネッ ト ワーク と 車両動線の交点を 中心にモビ リ ティ ハブ * を 設ける こ と で、 多様な移動手段から

歩行への円滑な乗り 換えが可能になり 、 地区内外の人々の移動を促進し ます。

歩行と 多様な移動手段の連携

ウォ ーカ ブルなまち鎌倉が持つ魅力や可能性 
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車両アク セス道路は
外周部に集約

車両アク セス道路は
外周部に集約

公共的広場

シンボル道路（ 仮）

湘南深沢駅

新駅

新庁舎

シンボル道路（ 仮） のイ メ ージ

グラ ウンド

凡例 歩行者回遊動線

駅間をつなぐ 公共交通の導入

次世代交通・ スロー交通導入

車両アク セス経路

車両動線

半径 50 ｍ圏（ 休息ポイ ント の設置）

モビリ ティ ハブの設置
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歩き たく なるまち
鎌倉は、 良好な景観、 開かれた店舗、 適度なスケール感によ る 路地が、 歩く まち

を つく り だし ています。 加えて、 緑の回廊で結ばれた神社仏閣等が鎌倉ら し い風

景を 育み、 歩いて回遊でき るまち を 形作っ ています。

深沢でも 、緑のつながり を 意識し ながら 、多様性のあるまち 並み、新たなモビ リ ティ

の導入、 集える広場で形作る魅力的な風景で歩き たく なるまちを 広げていき ます。
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オープンスペースのイ メ ージ

公共交通中心のまちのイ メ ージ

オープンスペースのイ メ ージ

モビリ ティ ハブのイ メ ージ

快適な歩行者ネッ ト ワーク を形成し ます／回遊ネッ ト ワーク を 創出し ます

ユニバーサルデザインなどを取り入れます

徒歩と 公共交通を中心と する交通ネッ ト ワーク を形成し ます

両駅間をつなぐ 次世代公共交通システムの導入を検討します

地区外から の円滑な車両の誘導と 歩行者動線に配慮し ます

日常生活の利便性を高めるテク ノ ロジーを 活用し ます

シンボル道路（ 仮） を中心に公共交通を推奨、 車の通行を抑制し、 歩きやすい歩行環境

とスロー交通促進のための環境を整備します

・  歩行者動線への配慮により 、 歩き やすさ を 確保し ます。

・  車両動線を 外周道路にまと める こ と で、 地区内への車両流入を 抑制し 、 安全で快適な歩行環境を

実現し ます。

・  街区内通路を設けるこ と で、 地区内の回遊性を 確保し ます。

・  官民連携し て、 全てのオープンスペースにおけるユニバーサルデザイ ンの導入に努めます。

・  地区内交通の利便性向上のため、 スロー交通の導入を検討し ます。

・  駅前広場等の拠点にモビリ ティ ハブ（ 鉄道、バス、スロー交通等の接続点） を整備し ます。

・  福祉施設と 連携し た、 地域課題解決型 MaaS* の導入を 検討し ます。

・  多様な交通手段を一元管理する MaaS の導入を 検討し ます。

・  データ 登録による顔認証乗車や事前決済などにより 、 公共交通の利便性の向上を図り ます。

・  地区外部と 湘南深沢駅など地区内主要拠点を結ぶ、 次世代交通の導入を検討し ます。

＊ MaaS： 複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索、 予約、 決済等を一括で担う サービス。
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安全、 安心で歩き やすい歩行環境を 形成し ます

歩き やすいまちを 形成するため車交通を抑制し ます

公共交通中心のまちの推進を 図り ます
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歩行者・ 公共交通中心の街路形成

時代変革に
対応する街路
形成の必要性

シンボル道路（ 仮） の
一部区間にト ラ ンジッ
ト モールを実行（ 例示）

地球温暖化対策やSDGs達成、
カ ーボンニュ ート ラ ル達成、
地域住民のより 質の高い
MaaS の提供可能など
本市の交通課題解決に影響

沿道商業等
都市機能の

活性化

自動車交通
需要管理
（ TMS）

多様な交通
手段に対応
する道路

歩行者安全
確保、 かつ
豊かな街路
空間創出

富山市のト ラ ンジッ ト モール

姫路市の駅前ト ラ ンジッ ト モール

新モビリ ティ の導入機能 まちかど広場の

モビリ ティ ハブのイ メ ージ
出典：「 2040 年、 道路の景色が変わる～人々の幸せにつながる道路～」

　 　 　（ 国土交通省）（ https://www .m lit.g o.jp/road/vision/pdf/01.pdf）

＊ト ラ ンジッ ト モール： 歩行者と 公共交通機関中心の道路と し 、 歩行の安全性の向上、 にぎわいの創出などを図る空間。

＊コ ミ ュ ニティ バス： 乗合型の地域公共交通や、地域住民の多様なニーズにき め細かに対応する地域密着型バスなどを指す。

　 マイ カ ー時代から 多様な交通手段、 公共交通と 連

携し た MaaS 時代への変化が予想さ れる 中、 こ の地

域での交通課題解決は、 本市全体の交通課題解決モ

デルと し て働く こ と が期待さ れます。

ト ラ ンジッ ト モールの定義

　 自動車通行を 抑制、 も し く は排除し 、 公共交通や歩行者を 優先と し

た街路です。 アメ リ カ から 生まれた概念で、 車社会である アメ リ カ の

都心部の共同化を改善し 活性化を図るため、 導入さ れまし た。

　 ヨ ーロッ パでは、 都心の車交通を排除し て整備し た歩行者モールに、

後から ト ラ ム等の公共交通のみが通行でき る よ う になり 、 生まれた空

間です。

歩行者に快適な歩行環境を 提供する と 共に、 隣接する 都市機能の活

性化にも 貢献でき る街路形態です。

先進事例（ アメ リ カ 、 ヨ ーロッ パ、 日本）

　 アメ リ カ では、 都心共同化改善のため、 中心商業地活性化・ 歩行者優先かつ公共交通中心のモールを整備し 、

多く の場所で成功し ています。 ミ ネアポリ スのニコ レッ ト モールを始め、 ウォ ーカ ブルなまちと し て生まれ変

わっ たこ と で知ら さ れているポート ラ ンド やデンバー等、 中規模の都市の中心部の活性化につながっ た整備事

例が多く あり ます。

　 ヨ ーロッ パでは、 元々歩行者空間にト ラ ムが導入さ れるこ と が多く 、 歴史的な地区の保全などにも よく 使わ

れています。 日本での本格的なト ラ ンジッ ト モールの事例はまだ少なく 、 元々の道路基盤の貧弱性や住民反対

により 普及さ れにく い状況です。 その中でも 社会実験や、商店街モールの中でのコ ミ ュ ニティ バス * 運行など、

日本の道路、 街路の実情に合わせた事例が多数あり ます。

社会的・ 技術的な背景

ト ラ ンジッ ト モールの定義及び先進事例の紹介

交通改革を踏まえた道路空間、 街路の将来イ メ ージ

KEY POINTS

ਏ এ ◌ॖ থ ॺ・ ⋈ क़ज़ढ़ ঈঝ ऩऽठधॺ ছথ ॵॺ ঔঝ ४    
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新駅

湘南深沢駅

統合街路（ コ ンプリ ート スト リ ート ）

　 車中心の道路から モビリ ティ と 人の移動
に重点を置き 、 年齢や身体能力及び移動手

段にかかわら ず、 だれでも 安全に利用でき
るよう 設計・ 管理さ れている街路です。

　 様々な活動が展開さ れる賑わいの中心

で、 公共交通及び多様な交通手段が歩行者
と 共存する街路を目指し ます。

自転車を含む多様なパーソ ナル

モビリ ティ と スロー交通通行

公共交通と それに
替わる交通手段の運行

時間帯によっ ては、
道路面の多様な活用が可能

柏尾川

❶歩行者にやさ し い統合街路と し てのシンボル道路（ 仮）
( 約 1100m )

❷将来ト ラ ンジッ ト モール区間
（ 約 420m ）

宮前公園

等覚寺特別緑地
保全地区

寺分一丁目特別緑地
保全地区上町屋特別緑地

保全地区

シンボル道路（ 仮） の時間帯別の運用イ メ ージ

シンボル道路（ 仮） のト ラ ンジッ ト モール化のイ メ ージ

ピーク 時外 ピーク 時 物流利用時間帯

公共交通運行

歩行者空間と し て活用

通勤時など、 出勤用車

交通と 公共交通の共存

夜間や早朝など、 物流・

荷捌き ・ サービス車両の利用

公共交通中心のまちを実現するためのト ラ ンジッ ト モール

一般道路から ト ラ ンジッ ト モール化への段階的な利用変化イ メ ージ

　 まち全体の公共交通利用を促すためには、 湘南モノ レール湘南深沢駅と JR 東日本東海道本線新駅から の

ラ スト ワン マイ ル交通を、 公共交通で充実さ せる 必要性があり ます。 また、 シン ボル道路（ 仮） の賑わい

を 推奨する ためにも 車交通を 抑制し 、 よ り 歩行者に寄り 添っ た街路環境、 交通環境を 整備する 必要があり

ます。

　 一般車交通と 公共交通が混在し ている 状況から、 時間帯別の利用や、 全面公共交通専用区間と し ての社

会実験などを 繰り 返すこ と で、 利用者の意識を 転換し 、 最終的には歩行者と 公共交通が中心と なる 安全で

快適な街路に更新し ていき ます。

深沢地区で目指すト ラ ンジッ ト モールのイ メ ージ

  ॺ ছথ ॵॺ ঔঝ भ ଝ ल ତ ઈ ৷ ◌ॖ ও அि◌・ ・ ・ ४    ४  
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グラ ウンド

公共的広場

新庁舎前
（ 情報発信・ 防災訓練)

新庁舎・ 消防本部・ 総合体育館

湘南深沢駅

新駅

災害対応
連携

鎌倉市における
防災拠点と し ての機能連携イ メ ージ

災害対応
連携

災害対応
連携

柏
尾

川

凡例 災害対応拠点の中核

視認性のあるオープンスペース

（ 広場）

敷地内オープンスペース

道路空間・ 公共空間を活用し た
緊急車両通行・ 避難経路
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「 ひと 」 と 「 環境」 にやさ し いまちには、 安全で安心でき る暮ら し があり ます。

ひと と ひと の絆は、 まち のコ ミ ュ ニティ を 形成し 、 災害時の連携にも つなが

り ます。 みんなで地球環境の未来を 考え、 生活を 営んでいく 。 環境と 共生す

るやさ し いまちづく り は、 ゆと り や幸せを享受でき ます。

「 生命」 にやさ し いまち
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防災訓練やマニュ アル作成など、
日常的な対策

地区内外から の
避難受入れ地区内外から の

避難受入れ

屋内待機

屋内退避スペース

十分な耐震性を備えたビル

屋外オープンスペース等

代替エネルギー等の確保
エリ ア内の各街区や建物における地震等の自然災害対応のイ メ ージ

救援物資等の集配など、
災害対応の拠点整備

官民連携により 災害対応拠点を 整備し ます

公共と 民間が一体と なっ た地域の防災機能を向上し ます

参加型の防災訓練を活用し 、 災害に強いコ ミ ュ ニティ を形成し ます

・  地震等の自然災害発生時にスムーズに逃げ込むこ と ができ る空間を確保

すると と も に、 地区内外の関係機関と 密に連携し て災害対応力の強化を

図り ます。

・  新庁舎においては「 鎌倉市新庁舎等整備基本計画」 等に基づいて全市に

対する防災拠点機能を整備し 、 隣接するグラ ウンド や道路なども 活用し

ながら 災害対応にあたるこ と を想定し ます。

・  地区内の住民や働く 人が迅速に身を 守る こ と ができ る よ う に、 道路や公園などの屋外空間に加え

て建物の中にも 退避でき る スペースを 確保し 、 最新の耐震性能を 確保する こ と や十分な備蓄品を

用意するこ と と し ます。

・  ラ イ フ ラ イ ン の断絶も 想定し て、 代替エネルギーや中水利用設備の導入などによ り 、 一定期間自

立可能なラ イ フ ラ イ ンを確保し ます。

・  日常的な防犯対策なども 実施し 、 地区全体が安心で安全な環境の創出を 図り ます。

• 災害発生時に連携が必要と なる 近隣自治体や医療機関などと 事前に連携方法を 確認し 、 地区内に

入居する企業などと も 協力協定を 締結するなど、 災害に備えます。

• 定期的に防災訓練を 実施する こ と を 原則と し て、 防災教育の実施、

イ ベン ト の開催やマニュ アルの作成など、 日常的に防災を 意識し た

地区内のコ ミ ュ ニティ 醸成を 兼ねた対策に取り 組みます。

• デジ タ ル技術を 活用し た円滑な 情報連携シス テ ムの構築にも 努め、

人と 人のつながり によるソ フ ト 面の対策を 強化し ます。
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鎌倉市における防災拠点を形成し ます

公共と 民間が連携し た、 地震等の自然災害に強いまち づく り を 図り ます

災害に強いコ ミ ュ ニティ をつく り ます
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グラ ウンド

降雨

浸透
浸透

浸透 浸透

屋上緑化

調整池

街路樹・ 植栽帯

透水舗装

レイ ンガーデン *

バイ オスウェ ル *

公共的広場

公
園

新庁舎・ 消防本部・ 総合体育館

湘南深沢駅

シンボル道路（ 仮）柏
尾

川

公園のイ メ ージ
凡例 災害対応拠点の中核

道路空間を活用し たグリ ーンイ ン
フ ラ の整備

雨水排水ルート

官民一体のグリ ーンイ ンフ ラ の整備

＊レイ ンガーデン： 降雨時に雨水を一時的に貯留し 、 時間をかけて地下へ浸透さ せる透水型の植栽スペースのこ と 。 雨庭。

＊バイ オスウェ ル： 浸透、 流出抑制機能を担う 雨水浸透型の緑地帯。 緑溝。
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「 生命」 にやさ し いまち
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「 ひと 」 と 「 環境」 にやさ し いまちには、 安全で安心でき る暮ら し があり ます。

ひと と ひと の絆は、 まち のコ ミ ュ ニティ を 形成し 、 災害時の連携にも つなが

り ます。 みんなで地球環境の未来を 考え、 生活を 営んでいく 。 環境と 共生す

るやさ し いまちづく り は、 ゆと り や幸せを享受でき ます。

ৰ ਠ ◌্ ଉ
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透水性舗装、 雨水貯留基盤

雨水の循環利用

屋上緑化屋上緑化 バイ オスウェ ル（ 緑溝）
街路の排水を兼ねた
植樹帯

レイ ンガーデン ( 雨庭 )
降雨時に雨水を一時的に貯留
し 、 時間をかけて地下へ浸透
さ せる透水型の植栽スペース

出典： ３ R 学び合いブッ ク （ 環境省）

＊ ZEB： エネルギーを自給自足し 、化石燃料などから 得ら れるエネルギー消費量がゼロ、あるいは、 おおむねゼロ、と なる建築物のこ と 。

＊ ZEH： 再生可能エネルギーを導入するこ と により 、 年間の一次エネルギー消費量の収支がゼロと するこ と を目指し た住宅のこ と 。
＊パッ シブデザイ ン： 建物を取り 巻く 自然環境の特性を活かし 、 室内を快適にするための設計手法。

＊アク ティ ブデザイ ン： 冷暖房設備や照明器具などを 効率的に組み合わせる こ と によ り 、快適な室内環境を つく り 出すこ と を 目指すも の。

＊エネルギーマネジメ ント ： エネルギー使用を見える化し 、 効率的に使用するための企業や個人、 地域の活動を指す。

出典： 日建設計総合研究所

水害に強い基盤をつく り ます

まち全体で脱炭素化の実現に向けた目標を 設定し ます

建物等の脱炭素化を促進し ます

循環型社会を実現し ます

・  公共空間を 主体と し 、 グリ ーンイ ンフ ラ の充実を図り 、 ネッ ト ワーク 化し ます。

・  レ イ ンガーデンやバイ オスウェ ルなど雨水貯留基盤、 生態系ネッ ト ワーク の構築を図り ます。

・  深沢地区の目標を 定め、 ま ち 全体で取り 組み

ます。

・  行政施設や主要施設における ZEB* や ZEH* 認

証などの取得を 目指し ます。

・  建物等の脱炭素化の手法と し て 、 ①パッ シブ

デザイ ン *（ 建築的手法） ②アク ティ ブデザイ

ン *（ 設備的手法）、 ③エネルギーマネジメ ン

ト *（ 運用段階の手法） を 複合的に採用し ます。

・  ３ R（ ごみの発生を 減ら す・ 繰り 返し 使う ・ 資

源と し て再利用する ） ＋リ ニュ ーアブ ル（ バ

イ オマス化等） を実行し ます。
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水害など激甚化する気象災害に対応するレジリ エント なまちを創り ます

脱炭素、 循環型社会に向けたまちづく り を実現し ます
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・ 迅速に下流へ排水

・ 雨水流出量の制御が困難

・ 水質の改善・ 管理が困難　

・ イ ンフ ラ の老朽化による更新が必要

・ 内水氾濫などの水災害の危険性

グレ ーイ ンフ ラ

グリ ーンイ ンフ ラ

・ 雨水流出量の抑制（ 浸透・ 貯留）

・ 雨水流出速度の遅延（ 一時貯留）

・ 水資源の保全、 水質改善、 水の再利用

・ 蒸発散による暑熱緩和

公園に設置し たレイ ンガーデンのイ メ ージ

出典： 樹木植栽による炭酸ガス固定の効果　 ヒ ート アイ ラ ンド 現象緩和に

向けた都市づく り ガイ ド ラ イ ン（ 国土交通省）

出典： ヒ ート アイ ラ ンド 対策ガイ ド ラ イ ン平成 24 年度版（ 環境省）

樹木による CO2 削減効果

　 幹周 40cm のケヤキの場合、 年間約 180kg の CO2 を 固定す

るこ と が可能（ 0.5kg /日） であり ます。

例） シ ン ボル道路（ 仮）、 街区道路の沿道に幹周 40cm のケ

ヤキを 植樹し た場合、 166 本× 180kg = 　 年間約 30,000kg の

CO2 を削減する効果が予想さ れます。

　 グリ ーンイ ンフ ラ と は、 自然環境が有する多様な機能（  生物

の生息の場の提供、 良好な景観形成、 気温上昇の抑制等） を 活

用し 、 地域課題に対応し ていく こ と を 通し て 、 持続可能で魅力

ある国土づく り や地域づく り を進めるも のです。

　 具体的な方策例の一つと し て、 自然保水や排水能力を失っ て

き た中で、 水循環を 考慮し た持続的な雨水管理力を高めるこ と

によ り 、 激し く 変化する気候、 特に豪雨から 地域を守る基盤整

備等があり ます。

保水や水害抑制効果によるまちのレ ジリ エンスを 達成

CO2 排出量低減効果

地球温暖化対策と 微気候 * への影響

憩い、 潤いの場を創出し ウェ ルネスの実現や人々の交流を促進

　 環境省が実施し た緑化によ る ヒ ート アイ ラ ン ド の低減効果調査によ る と、 日最低気温にし て１ ℃の気温上

昇抑制を 目標と し て対策手法を 選定する 場合、 駐車場など敷地のコ ン ク リ ート を 緑化（ 敷地面積に対し て約

25％） するこ と で約 0.7℃、歩道などのアスフ ァ ルト を保水化（ 敷地面積に対し て約 20％） するこ と で約 0.3℃、

合計１ ℃程度、 低下するこ と が期待さ れます。

　 自然豊かな環境は、 生物多様性に寄与する と と も

に、 人々の生活に憩いと 潤いを も たら し 、 交流を 促

進し ます。

　 自然保水、 排水ができ る環境を多く 整備し 、 ネッ ト ワーク を

整備するこ と で、地域全体を水害から 守る効果達成ができます。 　

グリ ーンイ ンフ ラ の定義

グリ ーンイ ンフ ラ の効果（ まちにやさ し い、 地球にやさ し い、 生物と 人々にやさ し い）

KEY POINTS

＊微気候： 地面近く の気層の気候。 地表面の状態や植物群落などの影響を受けて、 細かい気象の差が生じ る。

ਏ এ ◌ॖ থ ॺ ◌ॢ জথ ◌ॖ থইছ ऋ◌੍ इॊऽठ・ ⋉  
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❶シンボル道路（ 仮）　

　 道路下浸透性基盤 ( 約 700m )

❸ 各街区での屋上緑化、

敷地内緑化、 透水性舗装等

❷ -1 グラ ウンド 貯水槽設置 

 　 -2 公園のレイ ンガーデン ( 約 120m ) 
 　 -3 調整池のグラ ウンド 緑化

雨水貯留槽

循環利用

レ イ ンガーデン

調整池

歩
道

歩
道

植
樹
帯

植
樹
帯

車
道

屋上緑化

屋上緑化
バイ オスウェ ル

レ イ ンガーデン

透水性舗装、 雨水貯留基盤

雨水の循環利用

屋上緑化

敷地内緑化

敷地内緑化バイ オスウェ ル

透水舗装

透水舗装

降雨

降雨

新駅

❷ -2 緑道のレイ ンガーデン ( 約 120m )

❶グリ ーンイ ンフ ラ と し てのシンボル道路（ 仮）

レイ ンガーデン ( 雨庭 )：

降雨時に雨水を一時的に貯留し 、 時間を

かけて地下へ浸透さ せる透水型の植栽ス

ペース

バイ オスウェ ル ( 緑溝 )：

街路の排水を兼ねた植樹帯

ネッ ト ワーク さ れたグリ ーンイ ンフ ラ が支えるまち

　 公共空間を 中心に、 地区全体にグリ ーン イ ン フ ラ によ る ネッ ト ワーク を 整備し 、 地震等の自然災害や水

害等の気象災害に強い基盤を形成し ます。

深沢地区で目指すグリ ーンイ ンフ ラ のイ メ ージ
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↑天神山

グラ ウンド

公共的広場

柏
尾

川

新駅

宮前公園

←丹沢山地

湘南深沢駅

等覚寺特別緑地
保全地区

シンボル道路（ 仮）

交流広場のイ メ ージ 凡例 街路ににじ み出す敷地内緑化の促進

敷地内回遊動線

周辺の丘陵地への眺望点

まちかど広場・ ポケッ ト パーク *

自然豊かな軸線空間

主なオープンスペース

敷地内オープンスペース

＊ポケッ ト パーク ： ポケッ ト のよう に小さ い規模の広場のこ と 。
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水と みどり に囲まれたまち
背景と なる 良好な自然環境と 魅力的なデザイ ン の建物が調和し た景観を 形成

し ます。

鎌倉がこ れまで大事にし てき た景観を 継承し ながら も、 新たな拠点にふさ わ

し く 、鎌倉の新し い顔と し て、新たな一面を感じ ら れるまち並みをつく り ます。
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宮前公園 天神山特別緑地
保全地区

寺分一丁目特別
緑地保全地区

寺分一丁目
特別緑地保全地区

等覚寺
特別緑地保全地区

出典： 航空写真 Goog leEarth
【 地区内外と 連続する新たな緑の創出】

周囲の保全緑地と 一体と なっ たまと まり のあるスカ イ ラ イ ンを形成し ます

近景、 中景、 遠景を考慮し た眺望景観を創出し ます
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緑の拠点と 歩行者ネッ ト ワーク によっ て魅力ある緑景観を形成し ます

周辺の自然豊かな環境と 調和し た都市景観を 形成し ます

鎌倉の新し い顔と し てふさ わし いまち並み景観を 創出し ます

緑のネッ ト ワーク を形成し ます／都市の活力を 高める緑を 創出し ます

・  地区内外と 連続する緑を 創出し 、 新たな景観資源を 創出し ます。

・  官民一体と なっ た連続するオープンスペースにより 、 居心地がよく 、 歩きたく なる環境を演出し ます。

自然環境と 調和し た景観を 形成し ます

水辺を 活かし た親水空間を 創出し ます

・  オープンスペースや街路空間などの緑化により、 等覚寺特別緑地保全地区などの周辺緑地や、 柏尾

川などの自然環境と 調和する景観を形成します。

・  柏尾川沿いなど、 水辺と 調和する空間の創出を図ります。

・  地区内では、 各通り にふさ わし いスカ イ ラ イ ンを 形成し ます。

・  丘陵地から 柏尾川への地形に沿っ たスカ イ ラ イ ンを形成し ます。

・  地区の中心部と 周辺のまち並みがなじ むよう な緩やかなスカ イ ラ イ ンを 形成し ます。

一体感を創出するまち並みを誘導し ます

周囲と 調和する建築を 誘導し ます

ヒ ュ ーマンスケールの緑化を 推進し ます

・  街路樹や敷地内緑化の樹種の選定は、 周辺緑地の植生を 意識し 誘導する こ と によ り 、 一体感のあ

る景観形成を実現し ます。

・  まちのコ ンセプト にふさ わし い屋外広告物を誘導し ます。

・  建物は、 色彩、 素材、 デザイ ンを 周囲と 調和するよう 配慮し ます。

・  アイ スト ッ プを 意識し た、 壁面線位置の制限を 検討し ます。

・  鎌倉ら し さ を感じ さ せる、 自然環境と 調和し た空間の形成を 図り ます。

・  近景、 中景、 遠景を 考慮し 、 地区内から 周辺緑地や丹沢山地、 柏尾川に向けた視点場（ 眺望景観）

を確保します。
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天神山
特別緑地保全地区

三菱電機㈱
鎌倉製作所

湘南町屋駅

湘南深沢駅

新駅

宮前公園

宮前公園

深沢地区

柏
尾

川

JR
東

日
本

東
海

道
本

線

JR
東

日
本

東
海

道
本

線

上町屋
特別緑地保全地区

寺分一丁目
特別緑地保全地区

等覚寺
特別緑地保全地区

手広・ 笛田
特別緑地保全地区

湘南深沢駅

県道藤沢鎌倉

新駅

湘南ヘルス
イ ノ ベーショ ンパーク

深沢地区

柏
尾

川

神戸製鋼所
藤沢事業所

湘南町屋駅

湘
南

モ
ノ

レ
ー

ル

県
道

腰
越

大
船

三菱電機㈱
鎌倉製作所

２ . まちの空間構成

＜現況＞

・  古都中心部を囲む歴史的風土保存区域から、

深沢地区の背景を織りなす天神山地区、 等覚

寺地区などの特別緑地保全地区にかけて、 本

市の豊かな緑が連なっています。

・  「 鎌倉市緑の基本計画」 において、 本地区の

まちづくり計画に沿って、 緑化施策を講じ てい

く べき区域として位置付けています。

＜方針＞

・  深沢地区の新し いまちづくりにおいて、 周辺

地区と 地区内を緑のネット ワークでつなぎ、 緑

に守られるまち並みの創出を図り、 藤沢市村

岡地区との連続性にも留意し た景観を生み出

します。

＜現況＞

・  平成 30 年（ 2018 年） 12 月には、 神奈川県、

藤沢市、 鎌倉市で藤沢市村岡地区・ 鎌倉市深

沢地区のまちづくりと 村岡新駅設置について

合意し 、 令和４ 年（ 2022 年） ３ 月には、 神

奈川県、 藤沢市、 鎌倉市、 東日本旅客鉄道株

式会社で、 新駅設置等に関する基本協定を締

結しまし た。

＜方針＞

・  JR 東日本東海道本線新駅と 湘南モノ レール湘

南深沢駅を２ 次交通でつなぎ、 藤沢市村岡地

区との連続性を生み出します。

・  自動車交通を地区周辺に誘導すること により、

シンボル道路における歩車分離を図ります。

緑のネッ ト ワーク

交通ネッ ト ワーク

ऽठभ ଡ ਛ भ અइ ◌্・૬
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宮前公園

宮前公園

JR
東

日
本

東
海

道
本

線

湘南深沢駅

新駅

湘南鎌倉総合病院
湘南ヘルス
イ ノ ベーショ ンパーク

深沢地区

東レ
基礎研究センタ ー

産業拠点

産業拠点
最先端ヘルスケア
産業拠点

新駅
賑わいエリ ア

研究・
イ ノ ベーショ ン拠点

住宅エリ ア

住宅エリ ア駅前
広場

公共的広場

住宅エリ ア

泣塔
グラ ウンド ・ 行政施設

住宅エリ ア

神戸製鋼所
藤沢事業所

湘南町屋駅

三菱電機㈱
鎌倉製作所

産業・ 賑わい・ 新駅

生活・ 自然・ 公共

＜現況＞

・  深沢地区周辺には、 大規模な産業施設や研究

施設、 住居エリアが展開しています。

・  地区の西側の藤沢市域に、 JR 東日本東海道本

線の新駅を取り囲む村岡地区の新し いまちづく

りが計画さ れています。

・  鎌倉市の新たな防災拠点として、 大船拠点・

鎌倉拠点との連携が期待さ れています。

＜方針＞

・  深沢地域整備事業の土地利用計画（ 案） を基

本とし 、 周辺地域との連携も考慮し た土地利

用を図るととも に、 ４ つの実現方針（ 賑わい、

移動、 防災・ 環境、 緑・ 景観） に従い、 まち

の骨格を形成します。

最先端ヘルスケア産業の集積地

広域土地利用

＜現況＞

・  神奈川県、 藤沢市、 鎌倉市、 湘南ヘルスイノ

ベーショ ンパーク、湘南鎌倉総合病院の５ 者は、

令和元年（ 2019 年） ５ 月 15 日に「 村岡・ 深

沢地区のヘルスイノ ベーショ ン最先端拠点形成

等に係る連携・ 協力に関する覚書」 を取り交わ

しまし た。

＜方針＞

・  神奈川県、 藤沢市、 鎌倉市、 湘南ヘルスイノ

ベーショ ンパーク、 湘南鎌倉総合病院の５ 者が

連携・ 協力すること により、 持続可能な地域社

会のリ ーディ ングエリアの構築を図るとともに

健康寿命の延伸やヘルスケア分野の産業創出

を図ります。
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新駅

湘南深沢駅

大船
拠点

鎌倉市の防災拠点

と し て鎌倉拠点、

大船拠点と 連携

鎌倉
拠点

深沢
拠点

新駅

神戸製鋼所
藤沢事業所

宮前公園
鎌倉市立

富士塚小学校

湘南深沢駅

湘
南

モ
ノ

レ
ー

ル

等覚寺
特別緑地保全地区

居住
機能

居住 /生活
機能

業務
機能

行政機能
複合機能

（ 商業・ 業務・ 滞在・ 居住）

多様な機能を 結ぶ
敷地内通路の強化

産業・ 賑わい・ 新駅

生活・ 自然・ 公共

交流・ 商業の
駅前拠点

凡例

シンボル道路（ 仮）

3 つの南北軸

交流広場

外周道路・ 区画道路

敷地内回遊動線

敷地内オープンスペース

鎌倉市の拠点地域と の連携

　 深沢地域整備事業の土地利用計画（ 案） を基

本とし 、 周辺地域と の連携も 考慮し た土地利用

を図るとともに、４ つの実現方針（ 賑わい、移動、

防災・ 環境、 緑・ 景観） に従い、 まちの骨格を

形成します。

॰ॽ থ ◌ॢभ અइ ◌্    

ऽठभ ଡ ਛ भ અइ ◌্・૬
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❶シンボル道路（ 仮）

新駅

神戸製鋼所
藤沢事業所

宮前公園 鎌倉市立
富士塚小学校

湘南深沢駅

湘
南

モ
ノ

レ
ー

ル

等覚寺
特別緑地保全地区

❷柏尾川沿い空間

❷駅前空間

眺望広場
・ テラ ス

❷緑豊かな空間

❸交流広場

❸交流広場

❸交流広場

❸交流広場

グラ ウンド

❹街路空間

公共的広場

行政施設

敷地内回遊動線

❺敷地内回遊動線

凡例

シンボル道路（ 仮）

3 つの南北軸

交流広場

外周道路・ 区画道路

敷地内回遊動線

敷地内オープンスペース

主なオープンスペ―スの概ねの位置

オープンスペースの骨格

　 まち全体のオープン スペース（ 公共空間と 民地内空地） を 以下のよう な骨格で形成し 、 公共空間

のみなら ず、 建物部分を 除く オープンスペースを 緑豊かで多様な市民が活動する 「 場」 と し て整備

し ます。

主なオープンスペース

❶シンボル道路（ 仮）（ シンボル軸）

　 　 深沢地区の屋外活動を担う 象徴的な道路

❷３ つの南北軸　

　 ・ 駅前空間

　 　 交通・ 情報発信の中核と なり 品格のある駅前空間を

　 　 つく る軸

　 ・ 緑豊かな空間

　 　 多様な市民活動やまちの防災の拠点と なる軸

　 ・ 柏尾川沿い空間

　 　 柏尾川沿いの顔と し て開かれた景観をつく る軸

❸４ 拠点　 ： 交流広場

　 　 市民の出会いと 交流を生む拠点と なる広場

❹街路空間 : 区画道路

　 　 植栽や照明などにより まちの景観の骨格をつく る

　 　 街路空間

❺敷地内回遊動線（ オープンスペース含む）　

　 　 まちの各拠点をつなぎ地区内の回遊性を高める動線
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交流広場
交流広場

賑わいゾーン

（ 業務商業地区）

２ . まちの空間構成

低層業務・ 商業

業務施設

都市型住宅等

業務・ 商業施設

商業施設

柏尾川

新駅方面

低層業務・ 商業

業務施設

商業施設前のオープンカ フ ェ のイ メ ージ

　 商業施設の前の開けた空間を 利用し 、 朝市や

フ リ ーマーケッ ト 等のイ ベン ト や日常的なオー

プンカ フ ェ の空間と し て、 賑わいを創出し ます。

ड़ উথঌ भ ତ ◌্ ଉ・  ५  ५

   থ ঝ ଡ଼ ◌ෘ・ ・३   

賑わいゾーン

空間ゾーニング（ 案）
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交流広場

交流広場

湘南深沢駅

低層商業等

新庁舎・ 消防本部

グリ ーン・ ウェ ルネスゾーン

（ 行政）

イ ノ ベーショ ン交流ゾーン

（ 業務商業地区）

現土地利用計画（ 案） の街区配置を想定し たゾーニング

都市型住宅等

低層商業等

スポーツ交流・ 防災拠点

（ グラ ウンド ）

公園

公共的広場へ

緑豊かな活動空間のイ メ ージ

親密感のある街路景観のイ メ ージ

　 両側沿道で互いに見る、 見ら れる 関係がう ま

れる こ と によ り 、 一体的な賑わいを 創出する と

と も に、 親密感のある 街路景観を 形成し ま す。

交流広場には、 イ ノ ベーショ ン 交流の受け皿と

なる 施設が面する など、 賑わいと 交流を 誘発し

ます。

　 新庁舎などの行政施設と 、 壁面後退によ り う

まれる 前庭空間が緑豊かな活動空間を 提供し ま

す。 住宅地には低層の賑わいと 一体と なっ た魅

力的な歩道空間を 創出し ます。 街路樹、 背景と

なる 丘陵と 建物の緑化が一体と なっ て鎌倉ら し

い自然環境を 創り ます。
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グリ ーン・ ウェ ルネスゾーン
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商業施設

業務施設

柏尾川に向かっ て開放的な景観の形成
低層部商業の賑わい

壁面後退によるイ ベント 等賑わい空間の確保

商業施設周辺の賑わいのある

空間形成

ヒ ュ ーマン スケールな商業街

区内の通路

壁面を活用し た映画上映 鎌倉文化イ ベント の発信

　 街路樹の緑や統一感のある 舗装によっ て連続する景観を つく ると と も に、 各ゾーンに沿道の用途

にあわせた特徴あるまち並みの形成を 図り ます。

　 賑わいゾーンでは、商業施設の壁面後退空間を活用し たイ ベント やオープンカ フ ェ 等により 、日常・

非日常と も に活力あふれるまち並みを 目指し ます。 また、 柏尾川や背後に連なる山並みへの眺望を

活かし た開放的な空間形成を 図り ます。

　 交流広場は、 業務施設と の一体性によ り リ ビ ングラ ボの舞台と なるイ ノ ベーショ ン機能を 持つ広

場と し て整備し ます。

   থ ঝ ଡ଼ ◌ෘ・ ・३   

賑わいゾーン

賑わいを 生み出す空間イ メ ージ 深沢ら し い空間、 活動イ メ ージ

ड़ উথঌ भ ତ ◌্ ଉ・  ५  ५

空間イ メ ージ
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＊サード プレイ ス： 社会学者レイ ・ オルデンバーグ提唱の概念。 家庭や職場での役割から 解放さ れ、 一個人と し てく つろ げる場。

業務施設

賑わいゾーン イ ノ ベーショ ン交流ゾーン

対面の賑わいを感じ ら れる距離感の確保

歩道空間ににじ み出し た賑わい

位置図

野外業務スペースやサード プレ

イ ス * 促進

予期せぬ出会いを生む交流広場 リ ビングラ ボ活動 多様な社会実験の場

( 次世代交通・ 健康増進 )

　 イ ノ ベーショ ン交流ゾーンでは、 業務施設の壁面後退空間や交流広場を 中心に、 リ ビ ングラ ボや

社会実験の実施などイ ノ ベーショ ンを誘発する活動の展開を図り ます。 また、賑わいゾーンと グリ ー

ン・ ウェ ルネスゾーンを繋ぐ 動線と し て、 様々な人々の交流を 生み出す滞留空間の整備を 図り ます。
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交流を生み出す空間イ メ ージ 活動、 アク ティ ビティ イ メ ージ

イ ノ ベーショ ン交流ゾーン
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グリ ーン・ ウェ ルネスゾーン

緑化さ れた建物

住宅

街路樹

低層部商業と 壁面後退の賑わい

壁面後退による前庭の創出

位置図

　 グリ ーン・ ウェ ルネスゾーンは、 行政施設や低層商業施設の壁面後退空間及び交流広場を 中心に、

地域住民の日常交流を 育む空間の整備を 図り ます。 また、 グラ ウンド や駅前公園などのオープン ス

ペースと 一体と なっ た健康活動拠点を 形成するこ と で、 ウェ ルネスなまちづく り を 推進し ます。

緑、 自然の中で学び、 健康を

育む空間

多世代のためのオープンスペース まちの賑わいや交流を生む

エリ アマネジメ ント 活動

地域のア イ デン テ ィ テ ィ を 強化

するイ ベント

グリ ーン・ ウェ ルネスゾーン

自然の中で健康を 育む空間イ メ ージ 活動、 アク ティ ビティ イ メ ージ

ड़ উথঌ भ ତ ◌্ ଉ・  ५  ५
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車・ 公共交通を 兼用する 場合

時間帯別で運用する 場合

歩行者・ 次世代公共交通主体で運用する場合

＊デマンド バス： 自宅または停留所などから の要請に対応する形で乗客を集め、 目的地まで運行する要請対応型のバスのこ と 。

　 土地区画整備事業では標準的な断面構成で整備し 、 建築物の低層部分や壁面後退部と 一体と

なっ て利用でき る歩行者空間を 両側に確保し ます。

　 中期的には社会実験を重ねるなど、 課題と 実現性を 確認し ながら 、 車道部分の一般車両を制限

し 、 コ ミ ュ ニティ バス、 デマンド バス * などの公共交通レ ーンを時間帯別で運用するこ と につい

ても 検討し ます。 さ ら に、 長期的には中央部分は歩行者や公共交通、 スロー交通主体の走行レ ー

ンと し 、 道路全体でのイ ベント 実施などの運用を 構想し ます。

　 一般車両の通行を運用する場合は、 交差点右折シフ ト 区間においては歩行者有効幅員を 民地の

歩道状空地で確保する必要があり ます。（ 高木植栽スペースを最低 1.0 ｍ確保するため）
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周辺コ ミ ュ ニティ から の
アク セス

泣塔

新庁舎

消防出入口

公共交通

車

シンボル道路（ 仮）

モビリ ティ ハブ

パーソ ナルモビリ ティ ・ スロー交通・
シェ アモビリ ティ

交通広場

交通広場

湘
南

深
沢

駅

交流広場

位置図

　 湘南モノ レ ールに沿っ て連続する 交通広場と 交流広場の公共空間で構成さ れます 。 深沢地区のア

イ デンティ ティ を 表す、 品格のある まちの顔と し て一体感のある 「 駅前空間」 を 整備し 、 市民等に

よる 多様な深沢ら し い活動の場と し て活用すると 同時に、 地区内交通や情報発信機能の中核と なり

ます。

　 また、湘南モノ レ ール湘南深沢駅が立地する交通面の特性を生かし 、地区内の移動を 支えるスロー

交通を 含むモビリ ティ ハブを 充実さ せ、 地域内外を つなぐ 起点と し て整備し ます。

ड़ উথঌ भ ତ ◌্ ଉ・  ५  ५
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整備方針と 空間イ メ ージ
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湘南深沢駅

水と 触れ合う 広場空間

ステージ

モビリ ティ ハブ

商業空間と 一体的な
テラ ス空間

多様なアク ティ ビティ がう まれる
交流広場

新庁舎前の広場のイ メ ージ

シェ アモビリ ティ

マルシェ などの地域イ ベント の開催

緑豊な駅前空間

シェ アスク ータ ー／サイ ク ル

リ ビングラ ボ活動

情報発信スク リ ーン

地域のお祭り

交流広場のイ メ ージ

多様な公共施設に囲まれたまちの顔

駅直結のモビリ ティ ハブ

鎌倉地産地消マルシェ 等地域イ ベント

オープンスペースと 連続する駅前広場

まちのスロー交通シェ アリ ング

多様な地域活動 鎌倉交流イ ベント 発信

地域に発信する情報共有の場
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品格のある空間のイ メ ージ

まちの玄関口と し ての機能イ メ ージ

公共施設と 連携し た深沢ら し い活動イ メ ージ
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泣塔
グラ ウンド

エリ アマネジメ ント
拠点

店舗・
オープンカ フ ェ 等

店舗・
オープンカ フ ェ 等

交流広場

公共的広場

公園

位置図

　 ウェ ルネス、健康、スポーツ等のアク ティ ブな活動を中心と する広い緑の空間の「 グラ ウンド 」 と 、

周辺の商業・ 業務の賑わい空間に囲まれた「 公共的広場」、 その２ つの大き なオープンスペースを つ

なぐ 「 公園」 で構成さ れる、「 緑豊かな空間」 を 整備し ます。

　 街の中核と なる「 交流広場」 にはエリ アマネジメ ン ト 拠点を 整備し、 市民に多様な活動の「 場」

を 提供すると 同時に、 まちの防災拠点の役割も 果たし ます。

　 建物などのまち並みを 楽し みながら 歩く こ と ができ る 東西のシンボル道路（ 仮） と は異なる趣と

し て、 水と 緑の環境に囲まれた南北の歩行者動線を 創るこ と で 、 まち づく り のテーマであるウェ ル

ネスを 支える、 変化に富んだ動線を整備し ます。

ड़ উথঌ भ ତ ◌্ ଉ・  ५  ५

ऽठभ ऩ ણ भ ◌ৃ धऩॊ  ௹ऊऩ・・ ・ ・ ・    ૬

整備方針と 空間イ メ ージ



50鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン

様々なアク ティ ビティ を
許容する滞留空間

ウォ ーキングコ ース

店舗・
オープンカ フ ェ 等

レイ ンガーデン
親水空間

芝生のグラ ウンド

下関防災公園

健康的な活動

バイ オスウェ ルレイ ンガーデン

交流広場のイ メ ージ

ジョ ギングコ ース舗装

エリ アマネジメ ント 拠点のイ メ ージ

多様なスポーツ、 イ ベント の場

まちの防災拠点（ 広場・ 調整池 )

グラ ウンド 活用し たスポーツ活動

イ ンフ ラ と し ての機能雨水集約機能

自然環境の中での多様な賑わい活動

ウォ ーカ ブルなまちを支える機能
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まちの多様な活動の場、 空間イ メ ージ

機能イ メ ージ

自然と 健康志向が融合し た活動イ メ ージ
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交流広場

柏尾川

宮前公園等への
眺望

モビリ ティ ハブ

パーソ ナルモビリ ティ ・ スロー交通・
シェ アモビリ ティ

位置図

　 西側道路や JR 東日本東海道本線新駅等から 地区にアク セスする際のまちの顔と し て象徴的な空間

を 形成し ます。

　 柏尾川やさ ら にその西側に広がる 自然景観に対し て 、 眺望を 尊重し たオープンスペースや眺望点

づく り によ り 、 開かれた景観を 確保し ます。 交流広場には地区内外の交通の基点と なるモビ リ ティ

ハブを 設けるこ と で、 地区内外のアク セス性を 高めます。

　「 ウォ ーカ ブルなまち」 と し て、 川沿いから シンボル道路（ 仮） へ人々の動き を誘導するよう な空

間整備や多様な仕掛けを 進めます。

ड़ উথঌ भ ତ ◌্ ଉ・  ५  ५

   ऽठभ ౿ धऩॉऊोञ ବ ௴◌॑ णऎॊ  ஏ ਆ ◌ःฃ ป ・ ৫ ૬

整備指針と 空間イ メ ージ
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テラ スから の眺望

ウォ ーキングコ ース

柏尾川沿いの並木

柏尾川に面し て
オープンカ フ ェ 等の
賑わい用途を設置モビリ ティ ハブ

商業施設

開放的なテラ ス空間

シェ アモビリ ティ

こ ども 向けのイ ベント

並木の景観スポッ ト

シェ アスク ータ ー／サイ ク ル

水面を眺めるテラ ス空間

賑わいを誘発するイ ベント

地域のお祭り

交流広場のイ メ ージ

屋上テラ ス等柏尾川への眺望空間

駅につながるモビリ ティ ハブ

親水空間を活用し たイ ベント

柏尾川沿いまでつながる並木

まちのスロー交通シェ アリ ング

鎌倉文化イ ベント 発信

柏尾川を眺めるデッ キ、 テラ ス空間

壁面を活用し た映画上映
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開かれた景観が楽し める空間イ メ ージ

まちのナビゲータ ー空間と し ての機能イ メ ージ

公共施設と 連携し た深沢ら し い活動イ メ ージ
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C L

A A '

自転車通行帯

道路境界 道路境界

自転車通行帯

SCALE1:200

緑化さ れた建物

街路樹

低層部商業と 壁面後退の賑わい

　 外周道路と 街区内の区画道路は植栽や照明等を 整備し 、 良好な街路景観と 歩行環境を 形成する と

と も に、 植栽基盤を 活用し たグリ ーンイ ンフ ラ の整備など、 環境負荷の低減を 図り ます。

　 外周道路上のまちかどには、 深沢地区の入口を 表すシンボルツリ ーや周辺案内サイ ンなどを 配置

し 、 周囲と の歩行者ネッ ト ワーク を形成し ます。

　 深沢地区を代表する象徴的な道路と し て、 交通やグリ ーンイ ンフ ラ 等の機能を確保すると と も に、

市民の屋外活動の場や高質な都市景観の形成を 図り ます。

ड़ উথঌ भ ତ ◌্ ଉ・  ५  ५

   ඌଡ଼ ・૬

シンボル道路（ 仮）： 幅員 20m

整備指針と 空間イ メ ージ
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B B '

C L

A

A'

B
B'

道路境界 道路境界

SCALE1:200

商業・ 業務施設 商業・ 業務施設

位置図

　 地区内の南北を 貫く 車両動線と し ての機能を 確保すると と も に、 沿道の業務施設や商業施設と 一

体と なっ た歩行環境を 形成し 、 まちの回遊性を高めます。
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地区内区画道路： 幅員 12m
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商業施設

自転車通行帯
柏尾川

自転車通行帯

商業施設

C L

C C '

道路境界 道路境界

SCALE1:200

　 商業施設沿道に街路樹を 植え、 良好な街路景観を 形成し ます。 また、 施設と 一体と なっ た眺望空

間や滞留空間を 設けるこ と で、 柏尾川沿いの見通し の良い環境を 活かし 、 開かれた歩行環境を 形成

し ます。

ड़ উথঌ भ ତ ◌্ ଉ・  ५  ५

西側道路： 幅員 18 ｍ
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既存建物モノ レール

交流広場

モノ レール

新庁舎

交流広場

D D '

C L

C'

C

D
D'

道路境界 道路境界

SCALE1:200

位置図

　 湘南モノ レ ールに面し て街路樹を 植えるこ と で構造物などの圧迫感を 軽減する と と も に 、 駅前に

緑豊かな街路景観を 形成し ます。 また、 交通広場、 交流広場と 一体と なっ て広々と し た歩行環境や

滞留空間を形成し ます。
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東側道路： 幅員 18m
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行政街区・ グラ ウンド 周辺
既存建物

C L

E E '

グラ ウンド

既存建物

SCALE1:200

道路境界 道路境界

SCALE1:200

　 上町屋天満宮や周辺の住宅地に面し てグラ ウン ド や緑地を 設け、 緑の連続性を 高める と と も に、

人の行き 来を促す空間と し ます。

ड़ উথঌ भ ତ ◌্ ଉ・  ५  ५

北側道路： 幅員 12m
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既存建物

公共的広場

公共的広場

既存建物

F F '

C L

E

E'

F

F'

SCALE1:200

道路境界 道路境界

位置図

　 公共的広場を中心と し て、 既存の住宅地に対し て開けた空間を確保し ます。 また、 道路の拡幅や、

歩道空間を拡充し 、 深沢地区の回遊性を 高める空間と し ます。
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南側道路： 幅員 12m
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商業施設内憩い空間

商業施設内憩い空間

住宅地内中庭

　 敷地内の通路や小路を 活用し 、 ループ状に歩行者ネッ ト ワーク を 形成するこ と で 、 まち の各拠点

を つなぎ地区内の回遊性を高めます。

　 敷地内回遊動線上の各所にポケッ ト パーク や中庭など 、 敷地内オープンスペースの整備を 促進す

るこ と で、 市民や施設利用者にと っ て身近で日常利用し やすい交流拠点の形成を図り ます。

　 また、 敷地内回遊動線がシンボル道路（ 仮）、 グラ ウンド 、 公園、 公共的広場をつなぐ 歩行空間と

も 連続するこ と でまち全体の歩き やすさ の向上を図り ます。

湘南ヘルス
イ ノ ベーショ ンパーク

神戸製鋼所
藤沢事業所

新駅

宮前公園

ड़ উথঌ भ ତ ◌্ ଉ・  ५  ५

   ഢ धड़ উথঌฉ・・・ ・・  ५  ५

敷地内オープンスペースの空間イ メ ージ

整備指針と 空間イ メ ージ
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凡例

敷地内回遊動線

シンボル道路（ 仮）

敷地内オープンスペース

界隈性のある小路 住宅地内通路

建物に接続する立体回遊動線

上図はイ メ ージであり 、 建物等の具体的な計画を示すも のではあり ません。

今後の検討によっ てイ メ ージは変更と なる可能性があり ます。 また、街区内の敷地内回遊動線の経路、

敷地内オープンスペースの位置についても 確定し たも のではあり ません。

商業施設屋内通路

建物間の接続、 建物に接続する立体回遊動線

小路

商業施設屋内通路

住宅地内通路

グラ ウンド

新庁舎泣塔

広場

公園
湘南深沢駅

駅前広場

上町屋特別緑地保全地区
三菱電機㈱
鎌倉製作所

等覚寺特別緑地
保全地区

公共的広場

公園

シンボル道路（ 仮）
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敷地内回遊動線の空間イ メ ージ


